
　

公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
は
、２
０
１
４

年
11
月
24
日
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。

　

こ
の
１
０
０
年
の
間
に
、わ
が
国
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、土
木
に
求
め

ら
れ
る
社
会
的
な
要
請
も
大
き
く
変
化
し

て
き
た
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
地
方

の
疲
弊
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
増

大
、
多
発
す
る
災
害
等
、
対
応
す
べ
き
課
題

が
現
在
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
常
に
、

長
期
的
か
つ
大
局
的
な
展
望
を
保
ち
な
が
ら

も
、
時
代
の
変
化
を
敏
感
に
捉
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
、公

益
の
増
進
を
図
る
た
め
の
不
断
の
努
力
を
続

け
る
こ
と
は
、土
木
の
使
命
で
あ
る
。ま
た
、

個
々
の
土
木
技
術
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
に
加

え
、
総
合
性
を
身
に
つ
け
、
市
民
の
た
め
の

工
学
の
担
い
手
と
し
て
、人
類
の
生
存
と
営

み
お
よ
び
人
類
と
自
然
の
共
生
に
貢
献
す
る

と
い
う
活
動
・
精
神
は
、土
木
学
会
創
立
以

来
不
変
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
土
木
学
会

は
、１
０
０
周
年
を
記
念
し
、「
社
会
安
全
」、

「
社
会
貢
献
」、「
市
民
交
流
」、「
国
際
貢
献
」

の
四
つ
を
基
本
と
し
た
、
土
木
界
、
土
木
学

会
、土
木
技
術
者
が
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
を

超
え
て
発
展
し
、
成
長
し
続
け
る
た
め
の

１
０
０
周
年
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。そ
れ

と
同
時
に
、国
内
の
支
部
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
お
よ
び
海
外
支
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
に
も
力
を
入
れ
、土
木
学
会
の
活

動
を
日
本
全
国
、
世
界
へ
と
展
開
さ
せ
て

き
た
。
ま
た
、
１
０
０
周
年
事
業
の
中
で
も

特
に
重
要
で
あ
り
、11
月
21
日
に
執
り
行
わ

れ
た
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会
に
は
、
延
べ

２
６
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の
方
が
出
席
し

た
。
記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
皇
太
子
殿
下

の
御
臨
席
の
も
と
、土
木
学
会
会
長
か
ら
土

木
学
会
、土
木
技
術
者
の
あ
り
方
・
役
割
を

示
し
た
土
木
学
会
創
立
１
０
０
周
年
宣
言
が

な
さ
れ
た
。

　

本
特
集
で
は
、記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す

る
１
０
０
周
年
ウ
ィ
ー
ク
に
行
わ
れ
た
行
事

に
加
え
て
、全
国
の
支
部
で
展
開
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
紹
介
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
事
業
に
携
わ
っ
た
方

の
声
、そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
等
も
併
せ

て
お
伝
え
す
る
。こ
れ
ら
の
１
０
０
周
年
記

念
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、各
会
員
が
今
後

の
社
会
、
土
木
界
を
考
え
、
新
た
な
活
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

JSCE 100th
ANNIVERSARY

創
立
1
0
0
周
年

土木学会
豊
か
な
く
ら
し
の
礎
を
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
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JSCE 100th Anniversary Commemorative Ceremony and Banquet were 
held on November 21, 2014.  In that ceremony, the JSCE President 
made “JSCE Centennial Declaration,” and His Imperial Highness the 
Crown Prince Naruhito delivered a congratulatory remark which 
made a lasting impression on the audience. Also various events to 
celebrate the centennial anniversary were taken place during JSCE’s 

“Centennial Week.” These events are introduced in this issue.


